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令和5年3月31日事務連絡「新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴う新型コロナウイルス
感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて」より抜粋

新型コロナウイルス感染症に伴う訪問看護（医療）報酬の臨時的措置（令和5年5月8日以降）

①新型コロナウイルス感染症の利用者又は新型コロナウイルス感染症が疑われる利用者に対する

訪問看護を実施する場合について、当該利用者の状況を主治医に報告し、主治医から感染予防の

必要性についての指示を受けた上で、必要な感染予防策を講じて当該利用者の看護を行った場合、

''特別管理加算（2,500 円）を月１回に限り算定できる''。なお、既に特別管理加算を算定している

利用者については、当該加算を別途月に１回算定できる。

その場合、訪問看護記録書に、主治医の指示内容及び実施した感染予防策について記録を残すこと。

また、訪問看護療養費明細書の「心身の状態」欄に、新型コロナウイルス感染症の対応である旨を

記載すること。

②新型コロナウイルス感染症の利用者に対して、主治医の指示に基づき訪問看護ステーションが

緊急に訪問看護を実施した場合、診療所又は在宅療養支援病院の保険医以外の主治医からの

指示に基づく場合であっても''緊急訪問看護加算（2,650 円）が算定できる''。

【変更】

③新型コロナウイルス感染症の利用者に対して、主治医の指示に基づき訪問看護ステーションが

緊急に訪問看護を実施した場合、''長時間訪問看護加算（5,200 円）又は長時間精神科訪問看護加算

（5,200 円）を訪問看護を行った時間を問わず１日につき１回算定できる''。

※同日に複数回訪問した場合、③と④の同日算定が可能。

【新設】

④新型コロナウイルス感染症の利用者に対して、主治医の指示に基づいて作成した訪問看護計画に

定めた訪問看護を実施した場合、''長時間訪問看護加算又は長時間精神科訪問看護加算の100 分の50 に

相当する点数（2,600 円）を、訪問看護を行った時間を問わず１日につき１回算定できる''。

※訪問看護療養費明細書の「備考」欄に単価と日数、算定した日の記載が必要（書き方任意）。

※同日に複数回訪問した場合、③と④の同日算定が可能。

⑤新型コロナウイルス感染症の利用者に対して、14 日を超えて週４日以上の頻回の訪問看護が一時的に

必要な場合であって、同一月に２回特別訪問看護指示書を交付され、２回目に交付された特別訪問看護

指示書に基づき、週４日以上の訪問看護を実施した場合、訪問看護基本療養費を算定できる。

【廃止】
⑥電話や情報通信機器を用いた訪問看護に係る特例

主治医から交付を受けた訪問看護指示書及び訪問看護計画に基づき、訪問を予定していた訪問看護

ステーションの利用者について、新型コロナウイルス感染症への感染を懸念する等の理由により当該

訪問看護ステーションの利用者等からの要望等があり、訪問看護が実施できなかった場合であって、

当該利用者に対して訪問看護の代わりに電話等による対応を行う旨について主治医に連絡し、指示を

受けた上で、利用者又はその家族等に十分に説明し同意を得て、看護職員が電話等で病状確認や療養

指導等を行った場合について、''訪問看護管理療養費（3,000 円）のみを算定可能とする''。ただし、

当該月に訪問看護を１日以上提供していること。なお、訪問看護記録書に、主治医の指示内容、利用

者等の同意取得及び電話等による対応の内容について記録を残すこと。訪問看護療養費明細書には、

「心身の状態」欄に新型コロナウイルス感染症の対応である旨記載すること。

本特例については、令和５年７月31 日をもって終了する。
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令和5年10月以降の変更点


